
合理的配慮が必要な方への対応 

支援体制の方針 

本学は、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（平成25年法律第65号）に
基づき定められた、「文部科学省所管事業における障害を理由とする差別の解消の推進に関す
る対応指針」（平成27年文部科学省告示第180号）に沿って支援及び体制の整備に努めてい
ます。 

なお、本方針で用いる用語は、以下の内容を意味するものとします。 

障がい 身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含む。）その他の心身の機能に
おける障がいがあるものであって、障がいおよび社会的障壁により継続的に日常生活または社
会生活に相当な制限を受ける状態にあるものをいう。 
社会的障壁 障がいがあるものにとって日常生活または社会生活を営む上で障壁となるような
社会における事物、制度、慣行、観念その他一切のものをいう。 
合理的配慮 障がいのあるものが他のものと平等に全ての人権および基本的自由を享受し、ま
たは行使することを確保するための必要かつ適当な変更および調整であって、特定の場合にお
いて必要とされるものであり、かつ、均衡を失したまたは過度の負担を課さないものをいう。 

差別的な取り扱いの禁止 

本学は、障がいを理由として、いかなる不当な差別的な扱いはしません。 

合理的配慮の提供 

本学は、障がいのある学生から社会的障壁の除去を求められた場合、その実施に伴う負担が過
度でない場合、社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮を提供するよう努めま
す。なお、授業の本質および到達目標の変更、評価基準の引き下げは行いません。 

〔合理的配慮としての支援内容〕 
・修学（授業、実習など学習）に関すること 
・学内における学生生活（課外活動、学校行事など）に関すること 



・就職（学内で行われる就職活動イベントなど）に関すること 
・その他（上記記載以外に必要な支援） 

施設・設備の整備方針 

本学は、障がいのある学生と障がいのない学生が学習し研究することができる施設・設備の整
備に努めます。 
 
〔使用可能な設備〕 
2F 車イス用トイレ ／ 1F 玄関 スロープ ／ 各講義室 スロープ ／ EV設置 

相談窓口 

本学では全ての教職員が、合理的配慮が必要な入学志願者及び学生の支援・調整を行うことと
しています。また入学志願者及び学生等からの相談に的確に応じるため以下の窓口を設けてい
ます。 

学部学務課 
〒950-0916 新潟市中央区米山3－1－46 
TEL：025-255-5533  
E-mail： info-d-gakumu@kaishi.ac.jp 
 

その他、入学相談室、学務課、総務課、図書館、キャリア支援室、指導教員、人権委員会でも
ご相談を受付ています。 
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